 様　式　Ｃ－１
繰 越（ 翌 債 ）承 認 要 求 額 の 算 定 根 拠
研究種目　　　　　　　　
課題番号　　　　　　　　
	繰越(翌債)承認要求額　
	直接経費及び間接経
費の合計　　　　　
	間接経費
	直接経費
	費　　　目　　　別　　　使　　　用　　　内　　　訳

	
	
	
	
	物　品　費
	旅　　費
	謝  金　等
	その他

	
	　　　　　　 　　円
	     　　     円
	    　　　円
	      　　　　 　　   円
        円
	    　　　 　　　    円
         円
	        　　　　　円
	　　　　　　　円

	算定根拠
	　


（注）『翌債』とは、「国の翌年度にわたる債務負担」の略。

様　式　Ｃ－１　〔記入例〕
繰 越（ 翌 債 ）承 認 要 求 額 の 算 定 根 拠
研究種目　特定領域研究　　　
課題番号　１８３４５６７７　
	繰越(翌債)承認要求額　
	直接経費及び間接経
費の合計　　　　　
	間接経費
	直接経費
	費　　　目　　　別　　　使　　　用　　　内　　　訳

	
	
	
	
	物　品　費
	旅　　費
	謝  金　等
	その他

	
	　　 　 3,900,000円
	     　 　  0円
	3,900,000円
	    　　　　 600,000円
        円
	    　　　 　 　　  0円
         円
	      3,300,000円
	　 　　  0円

	算定根拠
	　現在雇用されている○○大学での研究環境の変化のために、本来ならば平成１８年度（平成１８年１０月～平成１９年３月）に雇用する予定であった研究支援者を平成１９年４月から９月まで本学の特定有期雇用教職員として雇用する経費は、月額550,000円（○○俸給表○号俸適用）であるので、「謝金等」550,000円×6ヶ月＝3,300,000円が必要である。
また、「物品費」として、18年度中にできなかった実験の材料費（500,000円）及び、データ解析に係る経費（100,000円）が必要である。

※算定根拠については、費目別の金額の積算根拠が分かるように記載すること。
また、単価、数量等も分かる範囲で記載すること。
　　※間接経費が措置されている研究種目については、繰越（翌債）承認要求を行う直接経費の
　　　３０％に相当する額の間接経費も、繰越（翌債）承認要求を合わせて行うこと。


（注）『翌債』とは、「国の翌年度にわたる債務負担」の略。

